
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆業務指導委員会◆ 

2021 年度の業務指導委員会が開催されました。同委員会は、当会の活動が適正的確に行

われているかどうかを外部の専門家に検討してもらうために設けられた機関です。 

日 時：12 月 6 日（月）14：00～16：00 

場 所：品川区社会福祉協議会 3 階会議室 

出席者：委員長・松前章代（司法書士）委員・遠藤英嗣（弁護士）、 

星野美子（社会福祉士）、小佐波幹雄（品川成年後見センター所長） 

                         （敬称略） 

本会 13 名 

冒頭、松前委員長による開会の挨拶がなされ、次に古賀理事長の指導委員への長年の本会

の協力への謝辞があり会議は開催されました。最初に高原事務局長により本会の現況（2021．

9．30 現在）の報告がなされました。事前に各委員へは現在受任中の 17 件についての活動

報告書に目を通して貰い、17 件のうち特に課題が大きい 3 件について各担当者から活動内

容の報告がなされました。どの案件も様々な困難な課題を抱えており、担当者と各委員との

熱心な質疑応答が行われ、充実した 2 時間でした。 
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◆月曜カフェ◆ 

 本会事務局主催の第 31回月曜カフェが開催されました。 

日 時：11月 22日（月）10：00～12：00 

場 所：品川第一地域区民集会所 

テーマ：年金 

講 師：松丸心一（本会会員・社会保険労務士） 

進行役：大岡朋子会員 

出席者：13名 

私たち個人にとっても大事で、また後見人としても知っておくべき年金についての要点を

松丸さんに丁寧に語って頂きました。主な内容は次のとおりです。 

○障害になった時は障害基礎年金 

○サラリーマンの遺族には遺族基礎年金が上乗せ 

○国の年金と企業年金等の加入 

○国の年金と企業年金の関係 

 多くの参加者から真剣な質問が出され、一つひとつに丁

寧に解説してもらい、有意義な 2時間でした。 

 

◆スキルアップ講座◆ 

 本会研修・相談部会主催のスキルアップ講座が開催されました。 

日 時：12月 15日（水）13：30～15：30 

場 所：中小企業センター 

テーマ：家族信託  ――後見と信託、それに遺言相談―― 

講 師：遠藤英嗣（弁護士） 

出席者：22名 

講師は本会業務指導委員でもありこの分野では我が国の第一任者である遠藤英嗣さん。 

いま注目を集め社会的にも関心が向けられている家族信託について、後見人として知って

おくべき内容を分かり易く説明して頂きました。最後に次のように語られていました。 

○家族信託は残ったお金を世話になった人（NPOにも）  

に渡すことも可能・ 

○「地域共生社会」という考え方から「権利擁護」が出

てきてそこから「成年後見制度」という考えが導き出さ

れた。 
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◆2021年度 10月度理事会報告◆ 

１．開催日時 2021年 10月 18 日（月）17時 30分～19時 10分 

２．開催場所 荏原第五地域センター第 4集会室（和室）  

３．出席理事 朝倉鈴子、内山恵子、金城清、古賀忠壹、斉藤裕二、杉谷徹夫、杉山麻里子、高原三平、

馬庭俊一郎各理事                           （理事総数 10名） 

４．欠席理事 大金修理事 

５．オブザーバー 國枝園子、小松統各監事                     （敬称略） 

６．議事 

＜審議事項＞ 

① 業務指導委員会委員候補者（１名欠員の後任）について決議した。現委員長の了解のもと話を進める

こととした。 

② 新案件（1 件）の後見人候補者となることを決議した。53号案件とした。 

＜報告・連絡事項＞ 

① 今後のコロナ対策について。緊急事態宣言が 10月 1日より解除されたが、当面の間は従来のコロナ

対策を踏襲することにした。（古賀） 

② 品川区成年後見制度利用促進基本計画が策定された旨報告があった。（古賀） 

③ 2021年度上半期活動・決算状況について、別添資料により質疑応答があった。（各部会長、内山） 

④ 2021年度業務指導委員会（12/6）の連絡があった。（高原、斉藤） 

⑤ 監督人・後見人等連絡会（10/18）の報告があった。（斉藤） 

⑥ 情報交換会（11/20）の案内があった。（斉藤） 

⑦ 支援員アンケート実施の案内があった。（高原） 

⑧ 2021年度市民後見人養成講座（2/26～3/19）の連絡があった。（杉谷） 

⑨ 会報 10月号について概要案内があった。（金城） 

⑩ 35号（男性、92歳）が 10 月 17日、が逝去されたとの報告があった。（斉藤、高原） 

⑩ 52号（新案件）の後見開始の審判が 10月 6日あった旨の報告があった。（高原）（記 高原三平） 

 

◆2021年度 11月度理事会報告◆ 

１．開催日時 2021年 11月 15 日（月）17時 30分～19時 00分 

２．開催場所 荏原第五地域センター第 4集会室（和室）  

３．出席理事 朝倉鈴子、大金修、古賀忠壹、斉藤裕二、杉谷徹夫、杉山麻里子、高原三平、馬庭俊一郎

各理事        

４．欠席理事 内山恵子、金城清各理事 

５．オブザーバー 國枝園子、小松統各監事                      （敬称略） 

７．議事                                 

＜審議事項＞ 
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① 後見正担当交代（50号）について決議した。（副担当は変更なし） 

② 任意団体「協働ネットワークしながわ」の解散について以下を決議した。 

 ・解散について了承する、また残余財産（約 65 万円）の使途については「品川区社会福祉協議会への

寄付」を選択する。 

＜報告・連絡事項＞ 

① 今後のコロナ対策について以下の連絡があった。（古賀） 

  緊急事態宣言が 10月 1日より解除されたが、本会は第 6波到来のことも考慮し、先月同様、当面の

間は従来のコロナ対策を踏襲することにした。 

② 2021年度業務指導委員会について連絡があった。（高原、斉藤） 

③ 退会者について以下の通り報告があった（12月 1日の会員数 85名）。（古賀） 

 ・退会者名：秋山美知（みはる）、退会日：11月 30日、理由：転居による 

③ 2021年度市民後見人養成講座について以下の連絡があった。（杉谷） 

 ・開催日時 2022年 2月 26日～3月 19日の内、土、日曜日の 5日間 

 ・開催場所 中小企業センター会議室（2月 27日は荏原第五地域センター） 

 ・その他 品川区の名義後援の承認があった。区内約 55所に各 20部チラシ設置。1月度区報掲載によ

る広報、また中止となった前年度申込者への通知。各理事に対して受講者増員の協力要請があった。 

④ スキルアップ講座について別添資料により以下の連絡があった。（杉谷） 

 ・10月 28日（木）「品川区介護保険事業計画」に 13名の参加 

 ・12月 15日（水）13時 30分～「家族信託の基礎知識」（遠藤英嗣弁護士） 

 ・2月 9日（水）15時 00分～「認知症の理解（仮）」（酒井隆医師） 

⑤ 情報交換会（11月 20日開催）について案内があった。（斉藤） 

⑥ 後見人等候補者事情説明書（新案件 53号）を社協に提出した旨報告があった。  （家裁への申立

てに必要な書類）（高原） 

⑦ 「成魂の碑」合同納骨（12 月 15日）予定の連絡があった。（今回、本会は該当物件なし）（高原） 

⑧ 会報 11月号について概要案内があった。（金城代行で高原） 

⑩ その他  

・パソコン 2台 PCデポの定期点検（1号 11/26～11/29、2号 12/3～12//6の時間外）  

・後見担当者の 2名体制、正副の役割、謝金等について検討したい。 （斉藤） 

・15周年行事（2023年）について実施するかどうかを含めて検討したい。（古賀） 

＜今後の予定＞ 

 ・12月 27日（月）～1月 3日 正月休み             （記 高原三平）               

 前号（会報 168 号）で「10 月度理事会報告」を載せるところを誤って「9 月度理事会報告」（167 号に

掲載済み）を載せてしまいました。お詫びします。今号に 10月分も掲載しました。 

 来年 2 月に「2021 年度市民後見人養成講座」が開催されます。会員の方たちのお知り合いへの宣伝を

お願いします。新しい年を迎えます。厳しい時代ですが皆さまのご健康をお祈りします。（編集 金城 清） 


